
受　験
番　号

申請者名（法人名）

受験者の氏名

　

　　

Ⅰ．

（ ）

（ ）

（ ）

　次の問題の文章で正しいものに○を、誤っているものに×を（　）内に記入しなさ
い。

問題１

【貨物自動車運送事業法】（運行管理者）
　一般貨物自動車運送事業者は、事業用自動車の運行の安全の確保に関する業務を行
わせるため、国土交通省令で定めるところにより、運行管理者資格者証の交付を受け
ている者のうちから、運行管理者を選任しなければならない。また、当該規定により
運行管理者を選任しようとするときは、あらかじめその旨を国土交通大臣に届け出な
ければならない。これを解任したときも、同様とする。

問題２

【貨物自動車運送事業輸送安全規則】（運行管理規程）
　一般貨物自動車運送事業者等は、運行管理者の職務及び権限、統括運行管理者を選
任しなければならない営業所にあってはその職務及び権限並びに事業用自動車の運行
の安全の確保に関する業務の処理基準に関する規程を定めなければならない。

試験日： 令和8年3月25日

一般貨物自動車運送事業の経営許可申請等に係る法令試験問題

 （注意事項）
　　１．設問の文中において、法令等抜粋している設問の中には文言を一部省略
　　　　しているものもあります。
　　２．各設問の語句の定義については、各法令の定めによります。

問題３

【道路運送法】（自動車に関する表示）
　事業用の貨物自動車を使用する者は、その自動車の外側に、荷主の氏名、名称又は
記号その他国土交通省令で定める事項を見やすいように表示しなければならない。
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（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

問題９

【道路運送車両法】（定義）
　この法律で「自動車」とは、原動機により陸上を移動させることを目的として製作
した用具で軌条若しくは架線を用いないもの又はこれにより牽引して陸上を移動させ
ることを目的として製作した用具であつて、道路運送車両法に規定する原動機付自転
車以外のものをいう。

問題４

【貨物自動車運送事業法施行規則】（届出）
　一般貨物自動車運送事業又は特定貨物自動車運送事業の運輸を開始した場合には、
その旨を当該一般貨物自動車運送事業又は特定貨物自動車運送事業の許可をした国土
交通大臣又は地方運輸局長に対し、遅滞なく届け出なければならない。

問題５

【道路運送車両法】（自動車車検証の備付け等）
　自動車は、自動車検査証を備え付け、かつ、検査標章を表示しなければ、運行の用
に供してはならない。

問題６

【貨物自動車運送事業輸送安全規則】（運行記録計による記録）
　一般貨物自動車運送事業者等は車両総重量が七トン以上かつ最大積載量が四トン以
上の普通自動車である事業用自動車に係る運転者等の業務について、当該事業用自動
車の瞬間速度、運行距離及び運行時間を運行記録計により記録し、かつ、その記録を
一年間保存しなければならない。

問題７

【貨物自動車運送事業法】（定義）
　この法律において「一般貨物自動車運送事業」とは、自己又は他人の需要に応じ、
有償で、自動車（三輪以上の軽自動車及び二輪の自動車を除く。）を使用して貨物を
運送する事業であって、特定貨物自動車運送事業以外のものをいう。

問題８

【道路運送法】（定義）
　この法律で「自動車運送事業」とは、旅客自動車運送事業及び貨物自動車利用運送
事業をいう。
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（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

問題１０

【貨物自動車運送事業輸送安全規則】（運転者）
　貨物自動車運送事業者の運転者は、事業用自動車の乗務について、法令で定められ
る事項を遵守しなければならないが、第９条に規定する運行記録計を管理し、及びそ
の記録を保存することは運転者の業務に含まれない。

【道路運送車両法】（選任届）
　大型自動車使用者等は、整備管理者を選任するときは、あらかじめ地方運輸局長に
その旨を届け出なければならない。これを変更したときも同様である。

問題１１

【貨物自動車運送事業報告規則】（運賃及び料金の届出）
　一般貨物自動車運送事業者、特定貨物自動車運送事業者及び貨物軽自動車運送事業
者は、運賃及び料金を定め又は変更するときは、あらかじめ、運賃料金設定（変更）
届出書を、地方運輸局長に提出しなければならない。

問題１２

【貨物自動車運送事業法】（事業計画）
　国土交通大臣は、一般貨物自動車運送事業者が事業計画に違反していると認めると
きは、当該運行管理者に対し、事業計画に従い業務を行うべきことを命ずることがで
きる。

問題１３

【自動車事故報告規則】（速報）
　事業者等は、その使用する自動車（自家用自動車（自家用有償旅客運送の用に供す
るものを除く。）にあつては、軽自動車、小型特殊自動車及び二輪の小型自動車を除
く。）について、十人以上の負傷者を生じた事故があったときは、電話、その他適当
な方法により、二十四時間以内においてできる限り速やかに、その事故の概要を運輸
支局長等に速報しなければならない。

問題１４
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（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

問題１７

【労働基準法】（定義）
　この法律で「使用者」とは、職業の種類を問わず、事業又は事務所に使用される者
で、賃金を支払われる者をいう。

問題１５

【貨物自動車運送事業輸送安全規則】（点検等のための施設）
　貨物自動車運送事業者は、事業用自動車の使用の本拠ごとに、事業用自動車の点検
及び清掃のための施設を設けなければならない。

問題１６

【貨物自動車運送事業法】（輸送の安全）
　一般貨物自動車運送事業者は、事業用自動車の最大積載量を超える積載をすること
となる運送の引受け、当該運送を前提とする事業用自動車の運行計画の作成及び事業
用自動車の運転者その他の従業員に対する当該運送の指示をしなければならない。

問題１８

【貨物自動車運送事業輸送安全規則】（運行指示書による指示等）
　一般貨物自動車運送事業者等は、貨物自動車運送事業輸送安全規則第七条第三項に
規定する業務を含む運行ごとに運行指示書を作成し、これにより事業用自動車の運転
者等に対し適切な指示を行い、及びこれを当該運転者等に携行させなければならな
い。

問題１９

【労働基準法】（作成及び届出の義務）
　常時五人以上の労働者を使用する使用者は、就業規則を作成し、行政官庁に届け出
なければならない。

問題２０

【道路運送法】（有償旅客運送の禁止）
　貨物自動車運送事業を経営する者は、有償で旅客の運送をしてはならない。ただ
し、災害のため緊急を要するときその他やむを得ない事由がある場合であつて国土交
通大臣の許可を受けたときは、この限りではない。
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（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

【貨物自動車運送事業報告規則】（事業報告書及び事業実績報告書）
　貨物自動車運送事業報告規則第２条第１項の事業実績報告書は、事業概況報告書
（第一号様式）並びに貸借対照表、損益計算書及び次に掲げる財務計算に関する明細
表とする。
１ 一般貨物自動車運送事業損益明細表（第二号様式）
２ 一般貨物自動車運送事業人件費明細表（第三号様式）

問題２１

【私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律】
　この法律は、私的独占、不当な取引制限及び不公正な取引方法を禁止し、事業支配
力の過度の集中を防止して、結合、協定等の方法による生産、販売、価格、技術等の
不当な制限その他一切の事業活動の不当な拘束を排除することにより、公正且つ自由
な競争を促進し、事業者の創意を発揮させ、事業活動を盛んにし、雇傭及び国民実所
得の水準を高め、以て、一般消費者の利益を確保するとともに、国民経済の民主的で
健全な発達を促進することを目的とする。

問題２２

【自動車運転者の労働時間等の改善のための基準】（貨物自動車運送事業に従事する
自動車運転者の拘束時間等）
　使用者は、貨物自動車運送事業に従事する自動車運転者を使用する場合、運転時間
は、二日（始業時刻から起算して四十八時間をいう。）を平均し一日当たり九時間、
二週間を平均し一週間当たり六十三時間を超えないものとすること。

問題２３

【貨物自動車運送事業法】（許可の申請）
　一般貨物自動車運送事業の許可を受けようとする者は、氏名又は名称及び住所並び
に法人にあっては、その代表者の氏名及び住所を記載した申請書を国土交通大臣に提
出しなければならない。

問題２４

【労働安全衛生法】（事業者の講ずべき措置等）
　事業者は、労働者を就業させる建設物その他の作業場について、通路、床面、階段
等の保全並びに換気、採光、照明、保温、防湿、休養、避難及び清潔に必要な措置そ
の他輸送の安全を確保するために必要な措置を講じなければならない。

問題２５
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Ⅱ．　次の問題の文書の指示に従って設問に答えなさい。

（ ）

（ ）

（ ）

問題２６

【自動車事故報告規則】（定義）
　事業者が、届出しなければならない事故として自動車事故報告規則に定められてい
る事項について、誤っている事項を①から③より１つ選び、（　）内にその番号を記
入しなさい。

①　荷物をき損・破損させたもの
②　死者又は重傷者を生じたもの
③　自動車が踏切において鉄道車両と衝突し、若しくは接触したもの

問題２７

【貨物自動車運送事業法施行規則】（事業計画の変更の届出）
　貨物自動車運送事業法第九条第三項の国土交通省令で定める軽微な事項に関する事
業計画の変更として誤っているものを、次の①から③より１つ選び、（ ）内にその
番号を記入しなさい。

①　営業所又は荷扱所の名称の変更
②　貨物自動車利用運送を行うかどうかの別
③　主たる事務所の名称及び位置の変更

問題２８

【貨物自動車運送事業輸送安全規則】（安全管理規程を定める貨物自動車運送事業者
の事業の規模）
　一般貨物自動車運送事業者（その事業の規模が国土交通省令で定める規模未満であ
るものを除く。）は、安全管理規程を定め、国土交通省令で定めるところにより、国
土交通大臣に届け出なければならないが、国土交通省令として定める規模として正し
いものを①から③より１つ選び、（　）内にその番号を記入しなさい。

①　事業用自動車（被けん引自動車を除く。）の数が百両
②　事業用自動車（被けん引自動車を除く。）の数が二百両
③　事業用自動車（被けん引自動車を除く。）の数が三百両
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（ ）

（ ）

【道路交通法】（運転者の遵守事項）
　車両等の運転者が、守らなければならない事項として誤っているものを、次の①か
ら③より１つ選び、（　）内にその番号を記入しなさい。

①　車両等に積載している物が道路に転落し、又は飛散したときは、速やかに転落
　　し、又は飛散した物を除去する等道路における危険を防止するため必要な措置
　　を講ずること
②　道路の左側部分に設けられた安全地帯の側方を通過する場合において、当該
　　安全地帯に歩行者がいるときは、必ず警音器を鳴らし、徐行すること
③　乗降口のドアを閉じ、貨物の積載を確実に行う等当該車両等に乗車している者
　　の転落又は積載している物の転落若しくは飛散を防ぐため必要な措置を講ずる
　　こと

問題２９

【貨物自動車運送事業法】（事業改善の命令）
　国土交通大臣は、一般貨物自動車運送事業の適正かつ合理的な運営を確保するため
必要があると認めるときは、事業者に対し命ずることができる事項について誤ってい
るものはどれか。①から③より１つ選び、（　）内にその番号を記入しなさい。

①　貨物の運送に関し生じた損害を賠償するために必要な金額を担保することが
　　できる保険契約を締結すること
②　自動車その他の輸送施設に関し改善措置を講ずること
③　業務を執行する常勤の役員を変更すること

問題３０
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受　験
番　号

申請者名（法人名）

受験者の氏名

　

　　

Ⅰ．

【貨物自動車運送事業法】 （ × ）

第１６条第１項、第３項

【貨物自動車運送事業輸送安全規則】 （ ○ ）

第２１条

【道路運送法】 （ × ）

第９５条

　次の問題の文章で正しいものに○を、誤っているものに×を（　）内に記入しな
さい。

試験日： 令和8年3月25日

一般貨物自動車運送事業の経営許可申請等に係る法令試験問題

 （注意事項）
　　１．設問の文中において、法令等抜粋している設問の中には文言を一部省略
　　　　しているものもあります。
　　２．各設問の語句の定義については、各法令の定めによります。

問題１

【貨物自動車運送事業法】（運行管理者）
　一般貨物自動車運送事業者は、事業用自動車の運行の安全の確保に関する業務を
行わせるため、国土交通省令で定めるところにより、運行管理者資格者証の交付を
受けている者のうちから、運行管理者を選任しなければならない。また、当該規定
により運行管理者を選任しようとするときは、あらかじめその旨を国土交通大臣に
届け出なければならない。これを解任したときも、同様とする。

問題２

【貨物自動車運送事業輸送安全規則】（運行管理規程）
　一般貨物自動車運送事業者等は、運行管理者の職務及び権限、統括運行管理者を
選任しなければならない営業所にあってはその職務及び権限並びに事業用自動車の
運行の安全の確保に関する業務の処理基準に関する規程を定めなければならない。

問題３

誤：選任しようとするときは、あらかじめ
正：選任したときは、遅滞なく

【道路運送法】（自動車に関する表示）
　事業用の貨物自動車を使用する者は、その自動車の外側に、荷主の氏名、名称又
は記号その他国土交通省令で定める事項を見やすいように表示しなければならな
い。

誤：荷主
正：使用者
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【貨物自動車運送事業法施行規則】 （ ○ ）

第４４条

【道路運送車両法】 （ ○ ）

第６６条

【貨物自動車運送事業輸送安全規則】 （ × ）

第９条

【貨物自動車運送事業法】 （ × ）

第２条第２項

【道路運送法】 （ × ）

第２条

【道路運送車両法】 （ ○ ）

第２条

【道路運送法】（定義）
　この法律で「自動車運送事業」とは、旅客自動車運送事業及び貨物自動車利用運
送事業をいう。

問題４

【貨物自動車運送事業法施行規則】（届出）
　一般貨物自動車運送事業又は特定貨物自動車運送事業の運輸を開始した場合に
は、その旨を当該一般貨物自動車運送事業又は特定貨物自動車運送事業の許可をし
た国土交通大臣又は地方運輸局長に対し、遅滞なく届け出なければならない。

問題５

【道路運送車両法】（自動車車検証の備付け等）
　自動車は、自動車検査証を備え付け、かつ、検査標章を表示しなければ、運行の
用に供してはならない。

問題９

【道路運送車両法】（定義）
　この法律で「自動車」とは、原動機により陸上を移動させることを目的として製
作した用具で軌条若しくは架線を用いないもの又はこれにより牽引して陸上を移動
させることを目的として製作した用具であつて、道路運送車両法に規定する原動機
付自転車以外のものをいう。

問題６

問題７

【貨物自動車運送事業法】（定義）
　この法律において「一般貨物自動車運送事業」とは、自己又は他人の需要に応
じ、有償で、自動車（三輪以上の軽自動車及び二輪の自動車を除く。）を使用して
貨物を運送する事業であって、特定貨物自動車運送事業以外のものをいう。

問題８

誤：七トン以上かつ・・・
正：七トン以上又は・・・

誤：自己又は他人の需要に応じ
正：他人の需要に応じ

誤：貨物自動車利用運送事業
正：貨物自動車運送事業

【貨物自動車運送事業輸送安全規則】（運行記録計による記録）
　一般貨物自動車運送事業者等は車両総重量が七トン以上かつ最大積載量が四トン
以上の普通自動車である事業用自動車に係る運転者等の業務について、当該事業用
自動車の瞬間速度、運行距離及び運行時間を運行記録計により記録し、かつ、その
記録を一年間保存しなければならない。
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【貨物自動車運送事業輸送安全規則】 （ ○ ）

第１７条

【貨物自動車運送事業報告規則】 （ × ）

第２条の２

【貨物自動車運送事業法】 （ × ）

第８条第２項

【自動車事故報告規則】 （ ○ ）

第４条

【道路運送車両法】 （ × ）

第５２条

誤：選任するときは、あらかじめ
正：選任したときは、その日から十五日以内に、

問題１１

【貨物自動車運送事業報告規則】（運賃及び料金の届出）
　一般貨物自動車運送事業者、特定貨物自動車運送事業者及び貨物軽自動車運送事
業者は、運賃及び料金を定め又は変更するときは、あらかじめ、運賃料金設定（変
更）届出書を、地方運輸局長に提出しなければならない。

問題１２

【貨物自動車運送事業法】（事業計画）
　国土交通大臣は、一般貨物自動車運送事業者が事業計画に違反していると認める
ときは、当該運行管理者に対し、事業計画に従い業務を行うべきことを命ずること
ができる。

問題１３

【自動車事故報告規則】（速報）
　事業者等は、その使用する自動車（自家用自動車（自家用有償旅客運送の用に供
するものを除く。）にあつては、軽自動車、小型特殊自動車及び二輪の小型自動車
を除く。）について、十人以上の負傷者を生じた事故があったときは、電話、その
他適当な方法により、二十四時間以内においてできる限り速やかに、その事故の概
要を運輸支局長等に速報しなければならない。

誤：「変更するときは、あらかじめ 」
正：「変更したときは、運賃及び料金の設定又は変更後三十日以内に」
貨物軽自動車運送事業については、運輸支局長に提出。

誤：運行管理者に対し
正：一般貨物自動車運送事業者に対し

問題１４

【道路運送車両法】（選任届）
　大型自動車使用者等は、整備管理者を選任するときは、あらかじめ地方運輸局長
にその旨を届け出なければならない。これを変更したときも同様である。

問題１０

【貨物自動車運送事業輸送安全規則】（運転者）
　貨物自動車運送事業者の運転者は、事業用自動車の乗務について、法令で定めら
れる事項を遵守しなければならないが、第９条に規定する運行記録計を管理し、及
びその記録を保存することは運転者の業務に含まれない。
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【貨物自動車運送事業輸送安全規則】 （ ○ ）

第３条の４

【貨物自動車運送事業法】 （ × ）

第１５条第３項

【労働基準法】 （ × ）

第９条

【貨物自動車運送事業輸送安全規則】 （ ○ ）

第９条の３

【労働基準法】 （ × ）

第８９条

【道路運送法】 （ ○ ）

第８３条

誤：使用者
正：労働者

誤：指示をしなければならない。
正：指示をしてはならない。

問題１５

【貨物自動車運送事業輸送安全規則】（点検等のための施設）
　貨物自動車運送事業者は、事業用自動車の使用の本拠ごとに、事業用自動車の点
検及び清掃のための施設を設けなければならない。

問題１６

【貨物自動車運送事業法】（輸送の安全）
　一般貨物自動車運送事業者は、事業用自動車の最大積載量を超える積載をするこ
ととなる運送の引受け、当該運送を前提とする事業用自動車の運行計画の作成及び
事業用自動車の運転者その他の従業員に対する当該運送の指示をしなければならな
い。

問題１７

【労働基準法】（定義）
　この法律で「使用者」とは、職業の種類を問わず、事業又は事務所に使用される
者で、賃金を支払われる者をいう。

問題１８

【貨物自動車運送事業輸送安全規則】（運行指示書による指示等）
　一般貨物自動車運送事業者等は、貨物自動車運送事業輸送安全規則第七条第三項
に規定する業務を含む運行ごとに運行指示書を作成し、これにより事業用自動車の
運転者等に対し適切な指示を行い、及びこれを当該運転者等に携行させなければな
らない。

問題１９

【労働基準法】（作成及び届出の義務）
　常時五人以上の労働者を使用する使用者は、就業規則を作成し、行政官庁に届け
出なければならない。

誤：五人
正：十人

問題２０

【道路運送法】（有償旅客運送の禁止）
　貨物自動車運送事業を経営する者は、有償で旅客の運送をしてはならない。ただ
し、災害のため緊急を要するときその他やむを得ない事由がある場合であつて国土
交通大臣の許可を受けたときは、この限りではない。
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【貨物自動車運送事業報告規則】 （ × ）

第２条

【自動車運転者の労働時間等の改善のための基準】 （ × ）

第４条第１項第６号

【貨物自動車運送事業法】 （ × ）

第４条

【労働安全衛生法】 （ × ）

第２３条

【私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律】 （ ○ ）

第１条

誤：事業実績報告書
正：事業報告書

誤：（代表者の）及び住所

誤：輸送の安全を確保するために
正：労働者の健康、風紀及び生命の保持のため

【貨物自動車運送事業法】（許可の申請）
　一般貨物自動車運送事業の許可を受けようとする者は、氏名又は名称及び住所並
びに法人にあっては、その代表者の氏名及び住所を記載した申請書を国土交通大臣
に提出しなければならない。

【自動車運転者の労働時間等の改善のための基準】（貨物自動車運送事業に従事す
る自動車運転者の拘束時間等）
　使用者は、貨物自動車運送事業に従事する自動車運転者を使用する場合、運転時
間は、二日（始業時刻から起算して四十八時間をいう。）を平均し一日当たり九時
間、二週間を平均し一週間当たり六十三時間を超えないものとすること。

問題２３

誤：六十三時間
正：四十四時間

問題２１

【貨物自動車運送事業報告規則】（事業報告書及び事業実績報告書）
　貨物自動車運送事業報告規則第２条第１項の事業実績報告書は、事業概況報告書
（第一号様式）並びに貸借対照表、損益計算書及び次に掲げる財務計算に関する明
細表とする。
１ 一般貨物自動車運送事業損益明細表（第二号様式）
２ 一般貨物自動車運送事業人件費明細表（第三号様式）

問題２２

問題２４

【労働安全衛生法】（事業者の講ずべき措置等）
　事業者は、労働者を就業させる建設物その他の作業場について、通路、床面、階
段等の保全並びに換気、採光、照明、保温、防湿、休養、避難及び清潔に必要な措
置その他輸送の安全を確保するために必要な措置を講じなければならない。

問題２５

【私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律】
　この法律は、私的独占、不当な取引制限及び不公正な取引方法を禁止し、事業支
配力の過度の集中を防止して、結合、協定等の方法による生産、販売、価格、技術
等の不当な制限その他一切の事業活動の不当な拘束を排除することにより、公正且
つ自由な競争を促進し、事業者の創意を発揮させ、事業活動を盛んにし、雇傭及び
国民実所得の水準を高め、以て、一般消費者の利益を確保するとともに、国民経済
の民主的で健全な発達を促進することを目的とする。
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Ⅱ．　次の問題の文書の指示に従って設問に答えなさい。

【自動車事故報告規則】 （ ① ）

第２条

【貨物自動車運送事業法施行規則】 （ ② ）

第７条

【貨物自動車運送事業輸送安全規則】 （ ② ）

第２条の３

【貨物自動車運送事業輸送安全規則】（安全管理規程を定める貨物自動車運送事業
者の事業の規模）
　一般貨物自動車運送事業者（その事業の規模が国土交通省令で定める規模未満で
あるものを除く。）は、安全管理規程を定め、国土交通省令で定めるところによ
り、国土交通大臣に届け出なければならないが、国土交通省令として定める規模と
して正しいものを①から③より１つ選び、（　）内にその番号を記入しなさい。

①　事業用自動車（被けん引自動車を除く。）の数が百両
②　事業用自動車（被けん引自動車を除く。）の数が二百両
③　事業用自動車（被けん引自動車を除く。）の数が三百両

問題２６

【自動車事故報告規則】（定義）
　事業者が、届出しなければならない事故として自動車事故報告規則に定められて
いる事項について、誤っている事項を①から③より１つ選び、（　）内にその番号
を記入しなさい。

①　荷物をき損・破損させたもの
②　死者又は重傷者を生じたもの
③　自動車が踏切において鉄道車両と衝突し、若しくは接触したもの

問題２７

【貨物自動車運送事業法施行規則】（事業計画の変更の届出）
　貨物自動車運送事業法第九条第三項の国土交通省令で定める軽微な事項に関する
事業計画の変更として誤っているものを、次の①から③より１つ選び、（ ）内にそ
の番号を記入しなさい。

①　営業所又は荷扱所の名称の変更
②　貨物自動車利用運送を行うかどうかの別
③　主たる事務所の名称及び位置の変更

問題２８
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【貨物自動車運送事業法】 （ ③ ）

第２７条

　

【道路交通法】 （ ② ）

第７１条

問題２９

【貨物自動車運送事業法】（事業改善の命令）
　国土交通大臣は、一般貨物自動車運送事業の適正かつ合理的な運営を確保するた
め必要があると認めるときは、事業者に対し命ずることができる事項について誤っ
ているものはどれか。①から③より１つ選び、（　）内にその番号を記入しなさ
い。

①　貨物の運送に関し生じた損害を賠償するために必要な金額を担保することが
　　できる保険契約を締結すること
②　自動車その他の輸送施設に関し改善措置を講ずること
③　業務を執行する常勤の役員を変更すること

問題３０

【道路交通法】（運転者の遵守事項）
　車両等の運転者が、守らなければならない事項として誤っているものを、次の①
から③より１つ選び、（　）内にその番号を記入しなさい。

①　車両等に積載している物が道路に転落し、又は飛散したときは、速やかに転落
　　し、又は飛散した物を除去する等道路における危険を防止するため必要な措置
　　を講ずること
②　道路の左側部分に設けられた安全地帯の側方を通過する場合において、当該
　　安全地帯に歩行者がいるときは、必ず警音器を鳴らし、徐行すること
③　乗降口のドアを閉じ、貨物の積載を確実に行う等当該車両等に乗車している者
　　の転落又は積載している物の転落若しくは飛散を防ぐため必要な措置を講ずる
　　こと

7 / 7 ページ



貨物自動車運送事業法令試験実施結果

関東運輸局

受験者数 合格者数

令和８年３月 115 75 65.22%


